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令和５年度 第３回社会教育委員会議 概要 

 

 

日 時： 令和５年 11 月 28 日（火）午後２時 30 分～4 時 30 分 

 

場 所： 逗子市役所 5 階 第３会議室  

 

出 席： 角田委員（議長）、荻村委員、小林委員、 

長坂委員、桑原委員、佐藤委員 

欠 席： 峯尾委員、池上委員、門脇委員、粟津委員   

事務局： 社会教育課 佐藤課長、青山係長、日高主査 

市民協働課：新倉次長、西係長、今野主事 

傍聴者： なし 

 

 

資 料： 

  １ 逗子市生涯学習・社会教育推進プラン（案）    ［報告事項１］ 

  ２ 逗子市指定重要文化財 新規指定対象物件の概要  ［報告事項２］ 

  ３ 逗子市社会教育委員（令和 5 年 12 月１日現在）（案）［報告事項２］ 

  ４ 令和５年度 社会教育課主催講座 実施計画    ［議題１］ 

  ５ 逗子市立図書館活動報告 

 

●開会 

●資料確認 

 

 

●報告事項（１）社会教育推進プランの改定について 

 

〇市民協働課より説明。 

 

〇市民協働課：プラン名の「逗子市 生涯学習・社会教育推進プラン 共育のまちをめざし

て」は、生涯学習・社会教育の両者を並記し、また、多様な世代・立場の方々が共に

学び合うことのできる環境の整備、機会の提供等、誰一人取り残さない生涯学習・社

会教育を推進する共育という理念を副題に添えている。プランを作成していく中で、
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プランを取り巻く社会的変化等を踏まえ、委員の意見を伺いたい。このプランを 12

月の市民説明会、１月末までのパブコメを踏まえ、２月の社会教育委員会議で報告す

る。決裁後、来年４月よりプランをスタートする予定を立てている。 

 

〇委： 社会教育の最終目的を「まちづくりに積極的に関わる人づくり」と以前は打ち出し

ていたが、今回はあまりそれが反映されてないように感じる。もう一歩、踏み込ん

でもらえればと思う。 

 

〇委： 生涯学習と社会教育を一緒にすることでどうなるのか明確にしていく上で、先程の

意見は重要だ。生涯学習の方に偏らず、市民の自主的な社会参加の場を提供するな

ど社会教育の面も大切にして、一層の発展を願いたい。 

 

〇市民協働課：社会教育も反映させているが、もう少し分かりやすくしていく。 

 

〇委： 障がい者、特に車椅子の方が参加し易い環境や講座など考えてほしい。 

 

〇市民協働課：プラン策定にあたって、市内の障がい者団体等にも意見聴取をしている。重

要な事と考えている。また我々が提供する講座だけでなく、周知・企画段階から参

加を促していくようなこともできればと思う。 

 

〇委： 他の地域でも若者の自己肯定感の低さが問題になっている。社会教育で底上げして

取り組む姿勢は良い。 

 

〇委： 家庭教育は型にはまった方向性に囚われることなく、多様性のあり方を様々な手法

で提供してもらいたい。 

 

〇市民協働課：今回の意見を踏まえ、引き続き作業を進めていく。次回の社会教育委員会議

で、パブリックコメントの結果等含め報告する。 

 

●報告事項（２）教育委員会定例会について 

 

〇事： ９月の教育委員会定例会において、延命寺が所有する仏涅槃図について、逗子市重

要文化財の新規指定に関する文化財保護委員会への諮問を提案し、可決された。年

明け１月以降、正式に市重要文化財として指定される見込みである。次に 11 月定
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例会において、逗子市社会教育条例のうち、委員の委嘱基準や定数の改正について

取り上げられた。内容は新プランの進行管理を社会教育委員会議で行うため、公募

による市民を３名、現在の「逗子市共育のまち推進懇話会」から１名を加え、定数

を従来の 10 人から 14 人以内とする提案である。これについても承認、可決された

ので、市議会に議案として提出される（他に、逗子市社会教育委員の任期満了と次

期委員候補者の委嘱について提案、承認されたことが報告された）。 

 

●報告事項（３）県社会教育委員連絡協議会 研修会について 

 

※研修会に出席した委員が会議に欠席のため割愛。 

 

●報告事項（４）県社会教育委員連絡協議会 第２回理事会について 

 

〇事： 令和７年 11 月に関東甲信越静岡の社会教育研究大会が神奈川で開催されることと

なった。このことについては来年３月、理事会で詰めていく。 

 

●課題（１）令和５年度社会教育課主催講座について 

 

〇事： すでに開催された各講座事業（人権教育・現代的課題・地域の課題・地域活動・家

庭教育・出張講座）の状況、及び今後の予定について概要を説明する。（この後、各

講座について説明）なお、委員から提案された社会教育委員会議による講座企画に

ついては、３月に「親だからできること」と題し、対面とオンライン併用で開催を

予定している。 

 

〇委： 企画講座についての細かな調整は、事務局に対応を一任する。 

 

●その他 

 

〇令和５年 11 月 30 日で任期が終了し退任する委員から挨拶。 

  

〇次回、第４回社会教育委員会議は、令和６年２月で日程を調整中。 

※後日、令和６年２月７日（水）14 時 30 分から開催に決定。 

 

●閉会 

委：は委員、事：は事務局が発言した内容。 


